
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】従来、変形性膝関節症内側型（Ｏ脚）疾患の治

療用装具は個人専用の一品製作によるものであって、製

作価格は高価であり、また同疾患の予防装具はなかった

。そこで個人専用でなく、同疾患の誰にも使用できる装

具で安価なものが求められていた。

【解決手段】　〔０００１〕

足の裏に接地する形に同形の上台（２）と下台（３）を

合わせ一体となる基台（４）を設ける。

　〔０００２〕

　楔形補強板は厚さ約５ｍｍ一方先端を正三角形状部（

４９・４９Ｊ）を有する楔形断面胴部（４８・４８Ｊ）

と基台（４）の上面楔形部（５１）に類似の楔形補強板

の踵部（５Ｊ）最大幅約２５ｍｍ踵中心起点（３８）と

基台（４）の上面楔形部（５１）に類似の楔形補強板の

前足部（７Ｊ）最大幅約３５ｍｍ中足指中間起点（４０

）を結び楔指先（３７）および楔踵後（３６）双方に延

長の楔稜線（３９）と楔稜線（３９）の対辺の板外甲側

端（３３）に至る略々幅からなる楔形補強版（３０）を

設ける。

JP 2006-263397 A 2006.10.5



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 足 の 裏 に 接 地 す る 形 に 同 形 の 上 台 （ ２ ） と 下 台 （ ３ ） を 合 わ せ 一 体 と な る 基 台 （ ４ ） を
設 け る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 楔 形 補 強 板 は 厚 さ 約 ５ ｍ ｍ 一 方 先 端 を 正 三 角 形 状 部 （ ４ ９ ・ ４ ９ Ｊ ） を 有 す る 楔 形 断 面
胴 部 （ ４ ８ ・ ４ ８ Ｊ ） と 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） に 類 似 の 楔 形 補 強 板 の 踵 部 （ ５
Ｊ ） 最 大 幅 約 ２ ５ ｍ ｍ 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） と 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） に 類 似 の 楔
形 補 強 板 の 前 足 部 （ ７ Ｊ ） 最 大 幅 約 ３ ５ ｍ ｍ 中 足 指 中 間 起 点 （ ４ ０ ） を 結 び 楔 指 先 （ ３ ７
） お よ び 楔 踵 後 （ ３ ６ ） 双 方 に 延 長 の 楔 稜 線 （ ３ ９ ） と 楔 稜 線 （ ３ ９ ） の 対 辺 の 板 外 甲 側
端 （ ３ ３ ） に 至 る 略 々 幅 か ら な る 楔 形 補 強 版 （ ３ ０ ） を 設 け る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 基 台 （ ４ ） の 上 台 （ ２ ） と 下 台 （ ３ ） の 間 に 基 台 （ ４ ） の 外 甲 側 （ １ ０ ） の 外 甲 側 縁 （
１ ２ ） か ら 上 面 楔 形 稜 線 （ １ ６ ） へ 向 け て 基 台 （ ４ ） の 外 甲 側 （ １ ０ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２
） に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 板 外 甲 側 （ ３ １ ） の 板 外 甲 側 端 （ ３ ３ ） を 合 わ せ て 挾 装 縫 着 し
て な る 。
【 請 求 項 ４ 】
　 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 形 稜 線 （ １ ６ ） か ら 上 面 楔 形 稜 線 （ １ ６ ） の 対 辺 基 台 （ ４ ） の 内 甲
側 （ １ １ ） の 内 甲 側 縁 （ １ ３ ） に 至 る 略 々 上 面 底 部 （ ５ ２ ） を 設 け る 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ か ら な る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） を 靴 サ イ ズ に 合 わ せ る 間 隔 の カ
ッ ト ラ イ ン （ １ ７ ） 複 数 本 設 け る 。
本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 構 成 を 特 徴 と す る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 靴 の イ ン ソ ー ル 構 造 の 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 中 年 以 降 の 変 形 膝 関 節 症 の 罹 患 頻 度 は 高 く 、 さ ら に 近 年 の ス ポ ー ツ 人 口 の 増 加 に 伴 っ た
、 ス ポ ー ツ 障 害 も 多 く な り 、 健 康 に 対 す る 関 心 が 高 ま る に つ れ て 、 靴 の 整 形 用 イ ン ソ ー ル
の 必 要 性 が 増 大 し て い る 。 公 知 の 特 表 ２ ０ ０ １ － ５ ２ ０ ５ ２ ８ 号 （ 整 形 用 イ ン ソ ー ル 及 び
そ の 製 造 法 ） は 、 使 用 者 の 歩 行 に よ る 足 本 来 の 動 的 な 衝 撃 吸 収 を 基 本 し 、 同 衝 撃 の 強 度 を
部 位 的 に 区 分 し 、 そ の 強 度 に 合 わ せ 、 更 に 踵 部 の 保 護 等 を 考 慮 し た 形 状 の 整 形 用 イ ン ソ ー
ル に つ い て の 発 明 で あ っ て 、 歩 行 衝 撃 吸 収 は 変 形 性 膝 関 節 症 に リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 与 え
る も の で は な い 。
　 公 知 の 特 開 平 ０ ９ － ０ ９ ８ ９ ９ ８ 号 （ 足 底 板 ） は 、 基 材 と 被 覆 層 と に よ り な る 足 底 板 で
あ っ て 、 該 被 覆 層 を シ リ コ ン ラ バ ー に よ り 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 こ の シ
リ コ ン ラ バ ー に は 発 汗 を 抑 制 す る 作 用 が あ る た め 、 皮 膚 と の 馴 染 み が 良 い こ と も あ っ て 長
時 間 の 使 用 に お い て も 不 快 感 を 与 え な い 、 い わ ゆ る 快 適 な 着 用 感 を 与 え る く ら い の も の で
、 足 部 疾 患 や Ｏ 脚 ・ Ｘ 脚 な ど に 対 す る 装 具 矯 正 療 法 、 或 い は 美 容 を 目 的 と す る 補 行 、 ス ポ
ー ツ 時 の 膝 、 足 へ の 障 害 発 生 の 予 防 等 に 用 い ら れ る と い う が 具 体 的 な 教 示 も 示 唆 も さ れ て
い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 公 知 の 特 開 ２ ０ ０ ０ － ９ ３ ２ ０ ２ （ 靴 の イ ン ソ ー ル 構 造 ） は 、 本 底 上 面 に イ ン ソ ー ル を
設 け て な る 靴 に お い て 、 第 １ 中 足 骨 接 地 部 及 び 第 ５ 中 足 骨 接 地 部 に 対 応 す る イ ン ソ ー ル の
表 面 部 分 と 第 １ 中 足 骨 接 地 部 か ら 第 ５ 中 足 骨 接 地 部 に わ た る 部 分 に 対 応 す る イ ン ソ ー ル 表
面 部 分 に 凹 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の 、 更 に 第 １ 指 指 骨 と 第 ２ 指 指 骨 と の 中 間 部 近
傍 を 頂 点 と し け い 側 中 足 点 前 方 の 第 １ 指 指 骨 中 間 部 か ら ひ 側 中 足 点 前 方 の 第 ５ 指 指 骨 中 間
部 に 至 る 略 々 “ へ ” 字 形 線 に 対 応 す る 前 期 イ ン ソ ー ル の 部 分 段 差 を 設 け て 、 “ へ ” 字 形 の
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前 方 部 分 全 体 を 底 部 と し た こ と を 特 徴 と す る 靴 の イ ン ソ ー ル 構 造 で あ る 。 こ れ は 靴 の 内 部
に お け る 前 後 左 右 方 向 の ず れ 防 止 に お い て 、 安 定 し た 歩 行 が 出 来 る こ と に よ り ハ ン マ ー ト
ウ や 足 指 上 部 の タ コ 、 マ メ が 防 止 さ れ る が 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） の 治 療 ま た は 予
防 に 効 果 を 望 む も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 イ ン ソ ー ル 上 面 は 通 常 平 坦 な も の が 用 い ら れ て い る が 、 踵 部 を ス プ ー ン 状 に し た
も の や 、 踵 部 周 囲 に ス ポ ン ジ を 張 り 付 け 縁 を 高 め た も の や 、 土 踏 ま ず 部 分 の 敷 皮 を 広 め に
し て ア ー チ ッ ク シ ョ ン 機 能 を 設 け た も の が あ る 。 こ れ ら は 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ）
に つ い て 関 心 が な い 。
従 来 は 以 上 の ご と く 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） の 治 療 ま た は 予 防 に 効 果 の あ る も の は
な か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） に 係 わ る 膝 の 関 節 痛 等 は 以 下 の ご と く 痛 み 、 腫 張 、 変 形
、 不 安 定 性 、 可 動 域 制 限 、 筋 力 低 下 、 日 常 生 活 動 作 （ 更 衣 、 ト イ レ 動 作 な ど ） 、 歩 行 、 階
段 昇 降 、 肥 満 な ど 関 連 症 状 が あ る 。 こ れ ら 症 状 を 保 存 療 法 の な か で 患 者 の 障 害 を 包 括 的 に
と ら え た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ ア プ ロ ー チ す る こ と は 重 要 で あ り 安 価 で 良 質 で 、 し か も 比
較 的 簡 単 に 使 用 で き る 物 は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） に 係 わ る 膝 の 間 接 痛 の 治 療 と し て 大 腿 四 頭 筋 の 筋 力 強 化
が 膝 の 関 節 痛 の 防 止 と 予 防 の 治 療 方 法 で あ っ た が 、 こ れ を 比 較 的 簡 単 に 日 常 生 活 の 中 で リ
ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ ア プ ロ ー チ に 用 い る 用 具 お よ び 方 法 は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 、 老 人 が 靴 を 履 く 際 に お い て 、 イ ン ソ ー ル を 用 い て い る 靴 に 足 を 挿 入 す る と き 、 イ
ン ソ ー ル の 表 面 の 滑 り が 悪 い 場 合 は 中 腰 に な る 状 態 が 長 く な り 、 不 便 と 不 安 を 感 じ 、 腰 を
床 に 降 ろ し て 靴 を 履 く こ と が 多 く あ る 。 ま た イ ン ソ ー ル の 表 面 が 滑 り す ぎ る 場 合 は 、 足 が
左 右 、 前 後 に 動 く た め に 歩 行 の 違 和 感 と 不 安 を も た ら す 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 来 、 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） 患 者 の 治 療 用 装 具 は 個 人 専 用 の 一 品 製 作 に よ る も
の で あ っ て 、 製 品 価 格 は 高 価 と な る 欠 点 が あ り 、 安 価 で 経 済 的 な も の が 要 望 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 来 、 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） 患 者 の 予 防 対 策 の 装 具 は な か っ た 。
以 上 の よ う な 欠 点 な ど が 課 題 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
足 の 裏 に 接 地 す る 形 に 同 形 の 上 台 （ ２ ） と 下 台 （ ３ ） を 合 わ せ 一 体 と な る 基 台 （ ４ ） を 設
け る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 楔 形 補 強 板 は 厚 さ 約 ５ ｍ ｍ 一 方 先 端 を 正 三 角 形 状 部 （ ４ ９ ・ ４ ９ Ｊ ） を 有 す る 楔 形 断 面
胴 部 （ ４ ８ ・ ４ ８ Ｊ ） と 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） に 類 似 の 楔 形 補 強 板 の 踵 部 （ ５
Ｊ ） 最 大 幅 約 ２ ５ ｍ ｍ 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） と 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） に 類 似 の 楔
形 補 強 板 の 前 足 部 （ ７ Ｊ ） 最 大 幅 約 ３ ５ ｍ ｍ 中 足 指 中 間 起 点 （ ４ ０ ） を 結 び 楔 指 先 （ ３ ７
） お よ び 楔 踵 後 （ ３ ６ ） 双 方 に 延 長 の 楔 稜 線 （ ３ ９ ） と 楔 稜 線 （ ３ ９ ） の 対 辺 の 板 外 甲 側
（ ３ １ ） に 至 る 略 々 幅 か ら な る 楔 形 補 強 版 （ ３ ０ ） を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 基 台 （ ４ ） の 上 台 （ ２ ） と 下 台 （ ３ ） の 間 に 基 台 （ ４ ） の 外 甲 側 （ １ ０ ） の 外 甲 側 縁 （
１ ２ ） か ら 上 面 楔 形 稜 線 （ １ ６ ） へ 向 け て 基 台 （ ４ ） の 外 甲 側 （ １ ０ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２
） に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 板 外 甲 側 （ ３ １ ） の 板 外 甲 側 端 （ ３ ３ ） を 合 わ せ て 挾 装 縫 着 し
て な る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 形 稜 線 （ １ ６ ） か ら 上 面 楔 形 稜 線 （ １ ６ ） の 対 辺 基 台 （ ４ ） の 内 甲
側 （ １ １ ） の 内 甲 側 縁 （ １ ３ ） に 至 る 略 々 上 面 底 部 （ ５ ２ ） を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ か ら な る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） を 靴 サ イ ズ に 合 わ せ る 間 隔 の カ
ッ ト ラ イ ン （ １ ７ ） 複 数 本 設 け る 。
本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 構 成 を 特 徴 と す る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 楔 形 補 強 板 は 足 の 第 ５ 中 足 骨 と 第 ４ 中 足 骨 接 地 部 を 押 し 上 げ て 胆 持
す る こ と に よ っ て 、 大 腿 四 頭 筋 な ど の 筋 力 強 化 を 計 る と 同 時 に 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ
脚 ） の 場 合 は 体 重 が 外 に か か り 正 常 な 位 置 に 戻 る 。 従 っ て 、 膝 の 痛 み を 解 消 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） に か か わ る 膝 の 関 節 痛 は 特 に 歩 き 始 め や 、 正 座 か ら の 立
ち 上 が り に 痛 み が あ る 、 こ れ ら は 動 作 に 関 連 し て 疼 痛 を 伴 う 、 病 状 が 進 行 す れ ば 関 節 水 症
が 生 じ 、 こ れ ら 症 状 に 痛 み 、 腫 脹 ， 変 形 ， 不 安 定 性 ， 可 動 域 制 限 ， 筋 力 低 下 ， 日 常 生 活 動
作 （ 更 衣 ， ト イ レ 動 作 な ど ） 歩 行 ， 階 段 昇 降 ， 肥 満 な ど 関 連 症 状 が で る 。 こ れ ら 症 状 を 保
存 療 法 の な か で 患 者 の 障 害 を 包 括 的 に と ら え た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ ア プ ロ ー チ に 比 較 的
簡 単 に 使 用 す る こ と が で き る 利 便 性 が あ り 、 し か も 良 質 で 安 価 で あ る 。 よ っ て 経 済 的 効 果
も 大 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 楔 形 補 強 板 の 一 方 正 三 角 形 状 部 を 設 け る こ と に よ っ て 、 所 謂 、 楔 形
補 強 板 の 先 細 な 楔 面 （ ３ ５ ・ ３ ５ Ｊ ） を 有 す る こ と で 、 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 上 面 楔 形 部 （
５ １ ） の 厚 み （ 高 さ ） と イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 上 面 低 部 （ ５ ２ ） の 段 差 の 違 和 感 を 解 消 す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 楔 形 補 強 板 の 一 方 正 三 角 形 状 部 を 設 け る こ と に よ っ て 、 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 上 台 の 表 面
（ ２ １ ） と イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 下 台 の 底 面 （ ２ ４ ） を 使 い 分 け す る こ と が で き る 。 所 謂 、
一 対 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 を 利 用 目 的 に 合 わ せ て 上 台 の 表 面 （ ２ １ ） と 下 台 の 底 面 （ ２ ４ ）
を 逆 に 使 用 す る こ と が で き る こ と と 、 更 に イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 上 台 の 表 面 （ ２ １ ） と 下 台
の 底 面 （ ２ ４ ） の 使 い 分 け が で き る も う 一 つ の 構 造 は 、 楔 形 補 強 板 の 一 方 が 正 三 角 形 状 部
を 有 し て い る こ と で あ り 、 該 正 三 角 形 状 部 の 楔 面 （ ３ ５ ・ ３ ５ Ｊ ） が 均 等 な 角 度 で あ る こ
と に 大 き な 特 徴 が あ る 。 そ の 特 徴 の 具 体 的 事 例 と し て 、 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 上 台 （ ２ ） に
人 工 皮 革 材 料 を 用 い 、 下 台 （ ３ ） に ク ラ リ ー ノ ハ ー ド 材 料 を 用 い 、 下 台 （ ３ ） に ク ラ リ ー
ノ ハ ー ド 材 料 を 用 い た 場 合 、 人 工 皮 革 は 滑 り 難 い 材 料 で あ り 、 ま た ク ラ リ ー ノ ハ ー ド は 滑
り 易 い 材 料 で あ る 。 よ っ て 、 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 上 台 の 表 面 （ ２ １ ） と 下 台 の 底 面 （ ２ ４
） を 好 に 合 わ せ て 使 い 分 け が で き る 。 従 っ て 、 靴 を 履 く 際 、 滑 り の 良 い 方 、 い わ ゆ る 履 き
易 い 方 と 、 歩 行 中 に 足 が 左 右 、 前 後 に 動 か な い 滑 り 止 め が で き る 方 、 ま た 歩 行 の 不 安 や 違
和 感 を 除 き 安 定 感 を 得 ら れ る 方 に 使 い 分 け で き る 。
以 上 の 効 果 を も た ら す イ ン ソ ー ル 構 造 体 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 軽 量 材 の 人 工 皮 革 を 用 い て 、 足 の 裏 に 接 地 す る 形 に 同 形 の 上 台 （ ２ ） と 下 台 （ ３ ） を 合
わ せ 一 体 と な る 基 台 （ ４ ） を 設 け る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 基 台 （ ４ ） に 用 い る 材 料 は 、 天 然 皮 革 、 エ チ ル ビ ニ ル ア セ テ ー ト （ Ｅ Ｖ Ａ ） 、 ク
レ タ ス ト ッ パ 、 ク ラ リ ー ノ ハ ー ド 、 レ ザ ー ボ ー ド 、 パ ル プ ボ ー ド 等 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 楔 形 補 強 版 （ ３ ０ ） を 形 成 に つ い て 、
　 そ の １ ． 基 台 （ ４ ） の 上 台 （ ２ ） の 表 面 （ ２ １ ） に 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） を 定 め る に 当 っ
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て
１ ． 基 台 （ ４ ） の 踵 補 強 版 止 位 置 を 定 め る た め に 、 足 の 踵 部 の 距 骨 滑 車 （ Ｔ ） の 中 心 点 （
Ｔ １ ） と 踵 骨 （ Ｔ ２ ） の 隆 起 部 の 頂 点 を 結 ぶ 延 長 上 に お い て 、 足 の 踵 部 の 外 甲 側 か ら 距 骨
滑 車 （ Ｔ ） の 中 心 点 接 地 部 へ 向 け て 最 大 幅 約 ２ ５ ｍ ｍ の 位 置 を 踵 起 点 （ Ｔ ３ ） と 定 め 、 基
台 （ ４ ） の 踵 部 （ ５ ） 外 甲 側 （ １ ０ ） か ら 踵 起 点 （ Ｔ ３ ） 接 地 部 を 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４
） と 定 め る 。
２ ． 基 台 （ ４ ） の 中 足 指 補 強 板 止 位 置 を 定 め る た め に 、 足 の 前 足 部 第 ５ 中 足 指 節 関 節 （ Ｍ
５ ） と 第 ４ 中 足 指 節 関 節 （ Ｍ ４ ） を へ て 第 ３ 中 足 指 節 関 節 へ 至 る 中 間 点 を 中 足 指 中 間 点 （
Ｔ ４ ） と 定 め 、 中 足 指 中 間 点 （ Ｔ ４ ） と 前 記 踵 部 （ ５ ） の 踵 起 点 （ Ｔ ３ ） と 縦 長 に 結 ぶ 線
を 中 足 指 線 と し 、 該 中 足 指 線 に 直 角 に 前 足 部 の 外 甲 側 に 向 け て 延 び る 第 ５ 中 足 指 節 関 節 （
Ｍ ５ ） 部 位 近 傍 最 大 幅 点 の 線 上 に お い て 、 該 中 足 指 線 に 直 角 な 線 上 接 地 部 に 基 台 （ ４ ） の
前 足 部 （ ７ ） の 外 甲 側 （ １ ０ ） か ら 該 中 足 指 線 へ 向 け て 約 ３ ５ ｍ ｍ の 位 置 を 中 足 指 補 強 板
止 位 置 （ １ ５ ） と 定 め る 。
３ ． 基 台 （ ４ ） の 踵 部 （ ５ ） の 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４ ） と 前 足 部 （ ７ ） の 中 足 指 補 強 板 止
位 置 （ １ ５ ） を 結 ぶ 線 の 延 長 上 の 踵 部 （ ５ ） の 踵 後 端 （ ８ ） に 至 る 線 と 基 台 （ ４ ） の 踵 部
（ ５ ） の 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４ ） と 前 足 部 （ ７ ） の 中 足 指 補 強 板 止 位 置 （ １ ５ ） を 結 ぶ 線
の 延 長 上 の 前 足 部 （ ７ ） の 爪 先 （ ９ ） に 至 る 線 を 上 面 楔 稜 線 （ １ ６ ） と 定 め る 。
４ ． 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 稜 線 （ １ ６ ） か ら 上 面 楔 形 稜 線 （ １ ６ ） の 対 辺 外 甲 側 縁 （ １ ２ ）
に 至 る 略 々 幅 か ら な る 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） を 設 け る 。
　 そ の ２ 、 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 形 成 す る に あ た っ て 、
１ ． 足 の 大 き さ や 靴 の タ イ プ 等 に よ り 適 宜 選 択 で き る 範 囲 は 、 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） を 基 に
軽 量 材 コ ル ク ス ポ ン ジ を 用 い 厚 さ ３ ｍ ｍ 乃 至 １ ０ ｍ ｍ に お い て 、 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 踵
部 （ ５ Ｊ ） は 基 台 （ ４ ） の 踵 部 （ ５ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ） か ら 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４ ） に
至 る 幅 接 地 部 に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 踵 部 （ ５ Ｊ ） の 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） と 踵 幅 点 （ ４ １
） を 定 め た 線 上 に お け る 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） に 沿 う 頂 点 と す る ３ ｍ ｍ 乃 至 １ ０ ｍ ｍ 正 三 角
形 状 部 （ ４ ９ ） と １ ８ ｍ ｍ 乃 至 ２ ５ ｍ ｍ 楔 形 断 面 胴 部 （ ４ ８ ） か ら な る 部 位 と 楔 形 補 強 板
（ ３ ０ ） の 前 足 部 （ ７ Ｊ ） は 基 台 （ ４ ） の 前 足 部 （ ７ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ） か ら 中 足 指 補
強 板 止 位 置 （ １ ５ ） に 至 る 幅 接 地 部 に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 前 足 部 （ ７ Ｊ ） の 中 足 指 中 間
起 点 （ ４ ０ ） と 中 足 指 幅 点 （ ４ ２ ） を 定 め た 線 上 に お け る 中 足 指 中 間 起 点 （ ４ ０ ） に 沿 う
頂 点 と す る ３ ｍ ｍ 乃 至 １ ０ ｍ ｍ 正 三 角 形 状 部 （ ４ ９ Ｊ ） ２ ８ ｍ ｍ 乃 至 ３ ５ ｍ ｍ 楔 形 断 面 胴
部 （ ４ ８ Ｊ ） か ら な る 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 設 け る 。
２ ． 最 も 好 ま し い も の は 、 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） を 基 に 軽 量 材 コ ル ク ス ポ ン ジ を 用 い 厚 さ ５
ｍ ｍ に お い て 、 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 踵 部 （ ５ Ｊ ） は 基 台 （ ４ ） の 踵 部 （ ５ ） の 外 甲 側 縁
（ １ ２ ） か ら 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４ ） に 至 る 幅 接 地 部 に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 踵 部 （ ５ Ｊ
） の 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） と 踵 幅 点 （ ４ １ ） を 定 め た 線 上 に お け る 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） に 沿
う 頂 点 と す る ５ ｍ ｍ 正 三 角 形 状 部 （ ４ ９ ） と ２ ０ ｍ ｍ 楔 形 断 面 胴 部 （ ４ ８ ） か ら な る 部 位
と 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 前 足 部 （ ７ Ｊ ） は 基 台 （ ４ ） の 前 足 部 （ ７ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ）
か ら 中 足 指 補 強 板 止 位 置 （ １ ５ ） に 至 る 幅 接 地 部 に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 前 足 部 （ ７ Ｊ ）
の 中 足 指 中 間 起 点 （ ４ ０ ） と 中 足 指 幅 点 （ ４ ２ ） を 定 め た 線 上 に お け る 中 足 指 中 間 起 点 （
４ ０ ） に 沿 う 頂 点 と す る ５ ｍ ｍ 正 三 角 形 状 部 （ ４ ９ Ｊ ） と ３ ０ ｍ ｍ 楔 形 断 面 胴 部 （ ４ ８ Ｊ
） か ら な る 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 設 け る 。
３ ． 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 基 台 （ ４ ） に 狭 装 逢 着 す る に あ た っ て 、
基 台 （ ４ ） の 上 台 （ ２ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ） を 上 面 楔 形 稜 線 （ １ ６ ） に 向 け て 上 に 開 き 、
基 台 （ ４ ） の 下 台 （ ３ ） の 下 表 面 （ ２ ３ ） の 上 に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 基 台 （ ４ ） の 踵 部
（ ５ ） の 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４ ） と 前 足 部 （ ７ ） の 中 足 指 補 強 板 止 位 置 （ １ ５ ） と 上 面 楔
稜 線 （ １ ６ ） に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 踵 部 （ ５ Ｊ ） の 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） と 前 足 部 （ ７ Ｊ
） の 中 足 指 中 間 起 点 （ ４ ０ ） と 楔 稜 線 （ ３ ９ ） を 揃 え る ご と く 基 台 （ ４ ） の 外 甲 側 （ １ ０
） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ） に 合 わ せ 狭 装 縫 着 し て な る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） に 用 い る 材 料 は 、 コ ル ク ス ポ ン ジ 、 熱 可 塑 性 合 成 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ
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ン 等 の 発 包 体 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 基 台 （ ４ ） に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 狭 装 す る 方 法 は 縫 着 ， 貼 着 ， 溶 着 、 圧 着 が あ る
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） の 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 稜 線 （ １ ６ ） か ら 上 面 楔 稜 線 （ １ ６ ） の
対 辺 基 台 （ ４ ） の 内 甲 側 縁 （ １ ３ ） に 至 る 略 々 上 面 底 部 （ ５ ４ ） を 設 け て な る イ ン ソ ー ル
構 造 体 （ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） を 靴 の サ イ ズ に 合 わ せ る た め に 、 サ イ ズ 区 分 間 隔 を 設 け る カ ッ
ト ラ イ ン （ １ ７ ） 複 数 を 設 け て な る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 発 明 は ス ポ ー ツ 動 作 や 動 き の 早 い 日 常 生 活 動 作 ま た 高 年 齢 者 の 変 形 性 膝 関 節 症 内 側
型 （ Ｏ 脚 ） に 対 す る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 効 果 と ア プ ロ ー チ に よ っ て 日 常 生 活 動 作 の 自 立 を
は か り 、 よ り よ い 生 活 の 質 の 獲 得 が で き る 、 更 に 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） に 患 っ て
い な い 人 に お い て も 使 用 す る こ と に よ り 変 形 性 膝 関 節 症 （ Ｏ 脚 ） の 防 止 が で き る 特 徴 を 有
し 、 良 質 で 多 量 製 産 が 可 能 で あ る た め に 安 価 で 経 済 的 で あ る イ ン ソ ー ル 構 造 体 。
以 上 の こ と か ら 産 業 上 の 利 用 は 可 能 で あ り 期 待 も 大 き い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
〔 図 １ 〕 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 斜 視 図 。
〔 図 ２ 〕 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ 図 １ ） 右 足 用 の 内 甲 側 側 面 図 。
〔 図 ３ 〕 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ 図 １ ） の 一 部 説 明 斜 視 図 。
〔 図 ４ 〕 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 部 分 （ 上 台 ） の 斜 視 図 。
〔 図 ５ 〕 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 部 分 （ 下 台 ） の 斜 視 図 。
〔 図 ６ 〕 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 部 分 （ 楔 形 補 強 体 ） の 斜 視 図 。
〔 図 ７ 〕 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 部 分 （ 楔 形 補 強 体 ） 形 状 作 成 基 斜 視 図 。
〔 図 ８ 〕 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 図 １ 右 足 用 の Ａ － Ａ に 沿 っ た 断 面 図 。
〔 図 ９ 〕 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 図 １ 右 足 用 の Ｂ － Ｂ に 沿 っ た 断 面 図 。
〔 図 １ ０ 〕 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 平 面 図 。
〔 図 １ １ 〕 本 発 明 の 実 施 例 に よ る イ ン ソ ー ル 構 造 体 を 当 接 し た 靴 の 一 部 切 欠 斜 視 図 。
〔 図 １ ２ 〕 図 １ の イ ン ソ ー ル 構 造 体 を 足 の 骨 格 図 と と も に 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ： イ ン ソ ー ル 構 造 体 　 ２ ： 上 台 　 ３ ： 下 台 　 ４ ： 基 台 　 ５ ： 踵 部 　 ６ ： 中 足 部 　 ７ ： 前
足 部 　 ８ ： 踵 後 端 　 ９ ： 爪 先 　 １ ０ ： 外 甲 側 　 １ １ ： 内 甲 側 　 １ ２ ： 外 甲 側 縁 　 １ ３ ： 内
甲 側 縁 　 １ ４ ： 踵 補 強 板 止 位 置 　 １ ５ ： 中 足 指 補 強 板 止 位 置 　 １ ６ ： 上 面 楔 稜 線 　 １ ７ ：
カ ッ ト ラ イ ン 　 ２ １ ： 表 面 　 ２ ２ ： 裏 面 　 ２ ３ ： 下 表 面 　 ２ ４ ： 底 面 　 ５ Ｊ ： 踵 部 　 ６ Ｊ
： 中 足 部 　 ７ Ｊ ： 前 足 部 　 ３ ０ ： 楔 形 補 強 板 　 ３ １ ： 板 外 甲 側 　 ３ ２ ： 板 内 甲 側 　 ３ ３ ：
板 内 甲 側 端 　 ３ ４ ： 板 外 甲 側 端 面 　 ３ ５ ： 楔 面 　 ３ ５ Ｊ ： 楔 面 　 ３ ６ ： 楔 踵 後 　 ３ ７ ： 楔
指 先 　 ３ ８ ： 踵 中 心 起 点 　 ３ ９ ： 楔 稜 線 　 ４ ０ ： 中 足 指 中 間 起 点 　 ４ １ ： 踵 幅 点 　 ４ ２ ：
中 足 指 幅 点 　 ４ ７ ： 踵 楔 形 側 面 　 ４ ８ ： 楔 形 断 面 胴 部 　 ４ ９ ： 正 三 角 形 状 部 　 ４ ７ Ｊ ： 中
足 指 楔 形 側 面 　 ４ ８ Ｊ ： 楔 形 断 面 胴 部 　 ４ ９ Ｊ ： 正 三 角 形 状 部 　 ５ １ ： 上 面 楔 形 部 　 ５ ２
： 上 面 底 部 　 ５ ３ ： 靴 　 ５ ４ ： ア ッ パ ー 　 ５ ５ ： 本 底 　 Ｔ ： 距 骨 滑 車 　 Ｔ １ ： 中 心 点 　 Ｔ
２ ： 踵 骨 　 Ｔ ３ ： 踵 起 点 　 Ｔ ４ ： 中 足 指 中 間 点 　 Ｍ １ ： 第 １ 中 足 指 関 節 　 Ｍ ２ ： 第 ２ 中 足
指 関 節 　 Ｍ ３ ： 第 ３ 中 足 指 節 関 節 　 Ｍ ４ ： 第 ４ 中 足 指 節 関 節 　 Ｍ ５ ： 第 ５ 中 足 指 節 関 節
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 16日 (2006.3.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 靴 の イ ン ソ ー ル 構 造 の 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 中 年 以 降 の 変 形 膝 関 節 症 の 罹 患 頻 度 は 高 く 、 さ ら に 近 年 の ス ポ ー ツ 人 口 の 増 加 に 伴 っ た
、 ス ポ ー ツ 障 害 も 多 く な り 、 健 康 に 対 す る 関 心 が 高 ま る に つ れ て 、 靴 の 整 形 用 イ ン ソ ー ル
の 必 要 性 が 増 大 し て い る 。 公 知 の 特 表 ２ ０ ０ １ － ５ ２ ０ ５ ２ ８ 号 （ 整 形 用 イ ン ソ ー ル 及 び
そ の 製 造 法 ） は 、 使 用 者 の 歩 行 に よ る 足 本 来 の 動 的 な 衝 撃 吸 収 を 基 本 し 、 同 衝 撃 の 強 度 を
部 位 的 に 区 分 し 、 そ の 強 度 に 合 わ せ 、 更 に 踵 部 の 保 護 等 を 考 慮 し た 形 状 の 整 形 用 イ ン ソ ー
ル に つ い て の 発 明 で あ っ て 、 歩 行 衝 撃 吸 収 は 変 形 性 膝 関 節 症 に リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 与 え
る も の で は な い 。
　 公 知 の 特 開 平 ０ ９ － ０ ９ ８ ９ ９ ８ 号 （ 足 底 板 ） は 、 基 材 と 被 覆 層 と に よ り な る 足 底 板 で
あ っ て 、 該 被 覆 層 を シ リ コ ン ラ バ ー に よ り 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 こ の シ
リ コ ン ラ バ ー に は 発 汗 を 抑 制 す る 作 用 が あ る た め 、 皮 膚 と の 馴 染 み が 良 い こ と も あ っ て 長
時 間 の 使 用 に お い て も 不 快 感 を 与 え な い 、 い わ ゆ る 快 適 な 着 用 感 を 与 え る く ら い の も の で
、 足 部 疾 患 や Ｏ 脚 ・ Ｘ 脚 な ど に 対 す る 装 具 矯 正 療 法 、 或 い は 美 容 を 目 的 と す る 、 ス ポ
ー ツ 時 の 膝 、 足 へ の 障 害 発 生 の 予 防 等 に 用 い ら れ る と い う が 具 体 的 な 教 示 も 示 唆 も さ れ て
い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 公 知 の 特 開 ２ ０ ０ ０ － ９ ３ ２ ０ ２ （ 靴 の イ ン ソ ー ル 構 造 ） は 、 本 底 上 面 に イ ン ソ ー ル を
設 け て な る 靴 に お い て 、 第 １ 中 足 骨 接 地 部 及 び 第 ５ 中 足 骨 接 地 部 に 対 応 す る イ ン ソ ー ル の
表 面 部 分 と 第 １ 中 足 骨 接 地 部 か ら 第 ５ 中 足 骨 接 地 部 に わ た る 部 分 に 対 応 す る イ ン ソ ー ル 表
面 部 分 に 凹 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の 、 更 に 第 １ 指 指 骨 と 第 ２ 指 指 骨 と の 中 間 部 近
傍 を 頂 点 と し け い 側 中 足 点 前 方 の 第 １ 指 指 骨 中 間 部 か ら ひ 側 中 足 点 前 方 の 第 ５ 指 指 骨 中 間
部 に 至 る 略 々 “ へ ” 字 形 線 に 対 応 す る 前 期 イ ン ソ ー ル の 部 分 段 差 を 設 け て 、 “ へ ” 字 形 の
前 方 部 分 全 体 を 底 部 と し た こ と を 特 徴 と す る 靴 の イ ン ソ ー ル 構 造 で あ る 。 こ れ は 靴 の 内 部
に お け る 前 後 左 右 方 向 の ず れ 防 止 に お い て 、 安 定 し た 歩 行 が 出 来 る こ と に よ り ハ ン マ ー ト
ウ や 足 指 上 部 の タ コ 、 マ メ が 防 止 さ れ る が 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） の 治 療 ま た は 予
防 に 効 果 を 望 む も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 イ ン ソ ー ル 上 面 は 通 常 平 坦 な も の が 用 い ら れ て い る が 、 踵 部 を ス プ ー ン 状 に し た
も の や 、 踵 部 周 囲 に ス ポ ン ジ を 張 り 付 け 縁 を 高 め た も の や 、 土 踏 ま ず 部 分 の 敷 皮 を 広 め に
し て ア ー チ ッ ク シ ョ ン 機 能 を 設 け た も の が あ る 。 こ れ ら は 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ）
に つ い て 関 心 が な い 。
従 来 は 以 上 の ご と く 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） の 治 療 ま た は 予 防 に 効 果 の あ る も の は
な か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） に 係 わ る 膝 の 関 節 痛 等 は 以 下 の ご と く 痛 み 、 腫 張 、 変 形
、 不 安 定 性 、 可 動 域 制 限 、 筋 力 低 下 、 日 常 生 活 動 作 （ 更 衣 、 ト イ レ 動 作 な ど ） 、 歩 行 、 階
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段 昇 降 、 肥 満 な ど 関 連 症 状 が あ る 。 こ れ ら 症 状 を 保 存 療 法 の な か で 患 者 の 障 害 を 包 括 的 に
と ら え た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ ア プ ロ ー チ す る こ と は 重 要 で あ り 安 価 で 良 質 で 、 し か も 比
較 的 簡 単 に 使 用 で き る 物 は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） に 係 わ る 膝 の 間 接 痛 の 治 療 と し て 大 腿 四 頭 筋 の 筋 力 強 化
が 膝 の 関 節 痛 の 防 止 と 予 防 の 治 療 方 法 で あ っ た が 、 こ れ を 比 較 的 簡 単 に 日 常 生 活 の 中 で リ
ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ ア プ ロ ー チ に 用 い る 用 具 お よ び 方 法 は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 、 老 人 が 靴 を 履 く 際 に お い て 、 イ ン ソ ー ル を 用 い て い る 靴 に 足 を 挿 入 す る と き 、 イ
ン ソ ー ル の 表 面 の 滑 り が 悪 い 場 合 は 中 腰 に な る 状 態 が 長 く な り 、 不 便 と 不 安 を 感 じ 、 腰 を
床 に 降 ろ し て 靴 を 履 く こ と が 多 く あ る 。 ま た イ ン ソ ー ル の 表 面 が 滑 り す ぎ る 場 合 は 、 足 が
左 右 、 前 後 に 動 く た め に 歩 行 の 違 和 感 と 不 安 を も た ら す 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 来 、 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） 患 者 の 治 療 用 装 具 は 個 人 専 用 の 一 品 製 作 に よ る も
の で あ っ て 、 製 品 価 格 は 高 価 と な る 欠 点 が あ り 、 安 価 で 経 済 的 な も の が 要 望 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 来 、 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） 患 者 の 予 防 対 策 の 装 具 は な か っ た 。
以 上 の よ う な 欠 点 な ど が 課 題 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
足 の 裏 に 接 地 す る 形 に 同 形 の 上 台 （ ２ ） と 下 台 （ ３ ） を 合 わ せ 一 体 と な る 基 台 （ ４ ） を 設
け る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 楔 形 補 強 板 は 厚 さ 約 ５ ｍ ｍ 一 方 先 端 を 正 三 角 形 状 部 （ ４ ９ ・ ４ ９ Ｊ ） を 有 す る 楔 形 断 面
胴 部 （ ４ ８ ・ ４ ８ Ｊ ） と 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） に 類 似 の 楔 形 補 強 板 の 踵 部 （ ５
Ｊ ） 最 大 幅 約 ２ ５ ｍ ｍ 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） と 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） に 類 似 の 楔
形 補 強 板 の 前 足 部 （ ７ Ｊ ） 最 大 幅 約 ３ ５ ｍ ｍ 中 足 指 中 間 起 点 （ ４ ０ ） を 結 び 楔 指 先 （ ３ ７
） お よ び 楔 踵 後 （ ３ ６ ） 双 方 に 延 長 の 楔 稜 線 （ ３ ９ ） と 楔 稜 線 （ ３ ９ ） の 対 辺 の 板 外 甲 側
（ ３ １ ） に 至 る 略 々 幅 か ら な る 楔 形 補 強 版 （ ３ ０ ） を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 基 台 （ ４ ） の 上 台 （ ２ ） と 下 台 （ ３ ） の 間 に 基 台 （ ４ ） の 外 甲 側 （ １ ０ ） の 外 甲 側 縁 （
１ ２ ） か ら （ １ ６ ） へ 向 け て 基 台 （ ４ ） の 外 甲 側 （ １ ０ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ）
に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 板 外 甲 側 （ ３ １ ） の 板 外 甲 側 端 （ ３ ３ ） を 合 わ せ て 挾 装 縫 着 し て
な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 基 台 （ ４ ） の （ １ ６ ） か ら （ １ ６ ） の 対 辺 基 台 （ ４ ） の 内 甲 側 （
１ １ ） の 内 甲 側 縁 （ １ ３ ） に 至 る 略 々 上 面 底 部 （ ５ ２ ） を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ か ら な る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） を 靴 サ イ ズ に 合 わ せ る 間 隔 の カ
ッ ト ラ イ ン （ １ ７ ） 複 数 本 設 け る 。
本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 構 成 を 特 徴 と す る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 楔 形 補 強 板 は 足 の 第 ５ 中 足 骨 と 第 ４ 中 足 骨 接 地 部 を 押 し 上 げ て 胆 持
す る こ と に よ っ て 、 大 腿 四 頭 筋 な ど の 筋 力 強 化 を と 同 時 に 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ
脚 ） の 場 合 は 体 重 が 外 に か か 正 常 な 位 置 に 戻 る 。 従 っ て 、 膝 の 痛 み を 解 消 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） に か か わ る 膝 の 関 節 痛 は 特 に 歩 き 始 め や 、 正 座 か ら の 立
ち 上 が り に 痛 み が あ る 、 こ れ ら は 動 作 に 関 連 し て 疼 痛 を 伴 う 、 病 状 が 進 行 す れ ば 関 節 水 症
が 生 じ 、 こ れ ら 症 状 に 痛 み 、 腫 脹 ， 変 形 ， 不 安 定 性 ， 可 動 域 制 限 ， 筋 力 低 下 ， 日 常 生 活 動
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作 （ 更 衣 ， ト イ レ 動 作 な ど ） 歩 行 ， 階 段 昇 降 ， 肥 満 な ど 関 連 症 状 が で る 。 こ れ ら 症 状 を 保
存 療 法 の な か で 患 者 の 障 害 を 包 括 的 に と ら え た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ ア プ ロ ー チ に 比 較 的
簡 単 に 使 用 す る こ と が で き る 利 便 性 が あ り 、 し か も 良 質 で 安 価 で あ る 。 よ っ て 経 済 的 効 果
も 大 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 楔 形 補 強 板 の 一 方 正 三 角 形 状 部 を 設 け る こ と に よ っ て 、 所 謂 、 楔 形
補 強 板 の 先 細 な 楔 面 （ ３ ５ ・ ３ ５ Ｊ ） を 有 す る こ と で 、 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 上 面 楔 形 部 （
５ １ ） の 厚 み （ 高 さ ） と イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 上 面 低 部 （ ５ ２ ） の 段 差 の 違 和 感 を 解 消 す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 楔 形 補 強 板 の 一 方 正 三 角 形 状 部 を 設 け る こ と に よ っ て 、 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 上 台 の 表 面
（ ２ １ ） と イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 下 台 の 底 面 （ ２ ４ ） を 使 い 分 け す る こ と が で き る 。 所 謂 、
一 対 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 を 利 用 目 的 に 合 わ せ て 上 台 の 表 面 （ ２ １ ） と 下 台 の 底 面 （ ２ ４ ）
を 逆 に 使 用 す る こ と が で き る こ と と 、 更 に イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 上 台 の 表 面 （ ２ １ ） と 下 台
の 底 面 （ ２ ４ ） の 使 い 分 け が で き る も う 一 つ の 構 造 は 、 楔 形 補 強 板 の 一 方 が 正 三 角 形 状 部
を 有 し て い る こ と で あ り 、 該 正 三 角 形 状 部 の 楔 面
（ ３ ５ ・ ３ ５ Ｊ ） が 均 等 な 角 度 で あ る こ と に 大 き な 特 徴 が あ る 。 そ の 特 徴 の 具 体 的 事 例 と
し て 、 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の 上 台 （ ２ ） に 人 工 皮 革 材 料 を 用 い 、 下 台 （ ３ ） に ク ラ リ ー ノ ハ
ー ド 材 料 を 用 い 、 下 台 （ ３ ） に ク ラ リ ー ノ ハ ー ド 材 料 を 用 い た 場 合 、 人 工 皮 革 は 滑 り 難 い
材 料 で あ り 、 ま た ク ラ リ ー ノ ハ ー ド は 滑 り 易 い 材 料 で あ る 。 よ っ て 、 イ ン ソ ー ル 構 造 体 の
上 台 の 表 面 （ ２ １ ） と 下 台 の 底 面 （ ２ ４ ） を 好 に 合 わ せ て 使 い 分 け が で き る 。 従 っ て 、 靴
を 履 く 際 、 滑 り の 良 い 方 、 い わ ゆ る 履 き 易 い 方 と 、 歩 行 中 に 足 が 左 右 、 前 後 に 動 か な い 滑
り 止 め が で き る 方 、 ま た 歩 行 の 不 安 や 違 和 感 を 除 き 安 定 感 を 得 ら れ る 方 に 使 い 分 け で き る
。
以 上 の 効 果 を も た ら す イ ン ソ ー ル 構 造 体 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 軽 量 材 の 人 工 皮 革 を 用 い て 、 足 の 裏 に 接 地 す る 形 に 同 形 の 上 台 （ ２ ） と 下 台 （ ３ ） を 合
わ せ 一 体 と な る 基 台 （ ４ ） を 設 け る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 基 台 （ ４ ） に 用 い る 材 料 は 、 天 然 皮 革 、 エ チ ル ビ ニ ル ア セ テ ー ト （ Ｅ Ｖ Ａ ） 、 ク
レ タ ス ト ッ パ 、 ク ラ リ ー ノ ハ ー ド 、 レ ザ ー ボ ー ド 、 パ ル プ ボ ー ド 等 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 楔 形 補 強 版 （ ３ ０ ） を 形 成 に つ い て 、
　 そ の １ ． 基 台 （ ４ ） の 上 台 （ ２ ） の 表 面 （ ２ １ ） に 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） を 定 め る に 当 っ
て
１ ． 基 台 （ ４ ） の 踵 補 強 版 止 位 置 を 定 め る た め に 、 足 の 踵 部 の 距 骨 滑 車 （ Ｔ ） の 中 心 点 （
Ｔ １ ） と 踵 骨 （ Ｔ ２ ） の 隆 起 部 の 頂 点 を 結 ぶ 延 長 上 に お い て 、 足 の 踵 部 の 外 甲 側 か ら 距 骨
滑 車 （ Ｔ ） の 中 心 点 接 地 部 へ 向 け て 最 大 幅 約 ２ ５ ｍ ｍ の 位 置 を 踵 起 点 （ Ｔ ３ ） と 定 め 、 基
台 （ ４ ） の 踵 部 （ ５ ） 外 甲 側 （ １ ０ ） か ら 踵 起 点 （ Ｔ ３ ） 接 地 部 を 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４
） と 定 め る 。
２ ． 基 台 （ ４ ） の 中 足 指 補 強 板 止 位 置 を 定 め る た め に 、 足 の 前 足 部 第 ５ 中 足 指 節 関 節 （ Ｍ
５ ） と 第 ４ 中 足 指 節 関 節 （ Ｍ ４ ） を へ て 第 ３ 中 足 指 節 関 節 へ 至 る 中 間 点 を 中 足 指 中 間 点 （
Ｔ ４ ） と 定 め 、 中 足 指 中 間 点 （ Ｔ ４ ） と 前 記 踵 部 （ ５ ） の 踵 起 点 （ Ｔ ３ ） と 縦 長 に 結 ぶ 線
を 中 足 指 線 と し 、 該 中 足 指 線 に 直 角 に 前 足 部 の 外 甲 側 に 向 け て 延 び る 第
５ 中 足 指 節 関 節 （ Ｍ ５ ） 部 位 近 傍 最 大 幅 点 の 線 上 に お い て 、 該 中 足 指 線 に 直 角 な
線 上 接 地 部 に 基 台 （ ４ ） の 前 足 部 （ ７ ） の 外 甲 側 （ １ ０ ） か ら 該 中 足 指 線 へ 向 け
て 約 ３ ５ ｍ ｍ の 位 置 を 中 足 指 補 強 板 止 位 置 （ １ ５ ） と 定 め る 。
３ ． 基 台 （ ４ ） の 踵 部 （ ５ ） の 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４ ） と 前 足 部 （ ７ ） の 中 足 指 補 強 板 止
位 置 （ １ ５ ） を 結 ぶ 線 の 延 長 上 の 踵 部 （ ５ ） の 踵 後 端 （ ８ ） に 至 る 線 と 基 台 （ ４ ） の 踵 部
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（ ５ ） の 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４ ） と 前 足 部 （ ７ ） の 中 足 指 補 強 板 止 位 置 （ １ ５ ） を 結 ぶ 線
の 延 長 上 の 前 足 部 （ ７ ） の 爪 先 （ ９ ） に 至 る 線 を 上 面 楔 稜 線 （ １ ６ ） と 定 め る 。
４ ． 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 稜 線 （ １ ６ ） か ら （ １ ６ ） の 対 辺 外 甲 側 縁 （ １ ２ ） に
至 る 略 々 幅 か ら な る 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） を 設 け る 。
　 そ の ２ 、 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 形 成 す る に あ た っ て 、
１ ． 足 の 大 き さ や 靴 の タ イ プ 等 に よ り 適 宜 選 択 で き る 範 囲 は 、 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） を 基 に
軽 量 材 コ ル ク ス ポ ン ジ 、 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 踵 部 （ ５
Ｊ ） は 基 台 （ ４ ） の 踵 部 （ ５ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ） か ら 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４ ） に 至 る 幅
接 地 部 に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 踵 部 （ ５ Ｊ ） の 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） と 踵 幅 点 （ ４ １ ） を 定
め た 線 上 に お け る 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） に 沿 う 頂 点 と す る ３ ｍ ｍ 乃 至 １ ０ ｍ ｍ 正 三 角 形 状 部
（ ４ ９ ） と １ ８ ｍ ｍ 乃 至 ２ ５ ｍ ｍ 楔 形 断 面 胴 部 （ ４ ８ ） か ら な る 部 位 と 楔 形 補 強 板 （ ３ ０
） の 前 足 部 （ ７ Ｊ ） は 基 台 （ ４ ） の 前 足 部 （ ７ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ） か ら 中 足 指 補 強 板 止
位 置 （ １ ５ ） に 至 る 幅 接 地 部 に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 前 足 部 （ ７ Ｊ ） の 中 足 指 中 間 起 点 （
４ ０ ） と 中 足 指 幅 点 （ ４ ２ ） を 定 め た 線 上 に お け る 中 足 指 中 間 起 点 （ ４ ０ ） に 沿 う 頂 点 と
す る ３ ｍ ｍ 乃 至 １ ０ ｍ ｍ 正 三 角 形 状 部 　 　 （ ４ ９ Ｊ ） ２ ８ ｍ ｍ 乃 至 ３ ５ ｍ ｍ 楔 形 断 面 胴 部
（ ４ ８ Ｊ ） か ら な る 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 設 け る 。
２ ． 最 も 好 ま し い も の は 、 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） を 基 に 軽 量 材 コ ル ク ス ポ ン ジ

楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 踵 部 （ ５ Ｊ ） は 基 台 （ ４ ） の 踵 部 （ ５ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ）
か ら 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４ ） に 至 る 幅 接 地 部 に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 踵 部 （ ５ Ｊ ） の 踵 中
心 起 点 （ ３ ８ ） と 踵 幅 点 （ ４ １ ） を 定 め た 線 上 に お け る 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） に 沿 う 頂 点 と
す る ５ ｍ ｍ 正 三 角 形 状 部 （ ４ ９ ） と ２ ０ ｍ ｍ 楔 形 断 面 胴 部 （ ４ ８ ） か ら な る 部 位 と 楔 形 補
強 板 （ ３ ０ ） の 前 足 部 （ ７ Ｊ ） は 基 台 （ ４ ） の 前 足 部 （ ７ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ） か ら 中 足
指 補 強 板 止 位 置 （ １ ５ ） に 至 る 幅 接 地 部 に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 前 足 部 （ ７ Ｊ ） の 中 足 指
中 間 起 点 （ ４ ０ ） と 中 足 指 幅 点 （ ４ ２ ） を 定 め た 線 上 に お け る 中 足 指 中 間 起 点 （ ４ ０ ） に
沿 う 頂 点 と す る ５ ｍ ｍ 正 三 角 形 状 部 （ ４ ９ Ｊ ） と ３ ０ ｍ ｍ 楔 形 断 面 胴 部 （ ４ ８ Ｊ ） か ら な
る 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 設 け る 。
３ ． 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 基 台 （ ４ ） に 狭 装 逢 着 す る に あ た っ て 、
基 台 （ ４ ） の 上 台 （ ２ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ） を （ １ ６ ） に 向 け て 上 に 開 き 、 基
台 （ ４ ） の 下 台 （ ３ ） の 下 表 面 （ ２ ３ ） の 上 に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 基 台 （ ４ ） の 踵 部 （
５ ） の 踵 補 強 板 止 位 置 （ １ ４ ） と 前 足 部 （ ７ ） の 中 足 指 補 強 板 止 位 置 （ １ ５ ） と 上 面 楔 稜
線 （ １ ６ ） に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 踵 部 （ ５ Ｊ ） の 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） と 前 足 部 （ ７ Ｊ ）
の 中 足 指 中 間 起 点 （ ４ ０ ） と 楔 稜 線 （ ３ ９ ） を 揃 え る ご と く 基 台 （ ４ ） の 外 甲 側 （ １ ０ ）
の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ） に 合 わ せ 狭 装 縫 着 し て な る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） に 用 い る 材 料 は 、 コ ル ク ス ポ ン ジ 、 熱 可 塑 性 合 成 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ
ン 等 の 発 包 体 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 基 台 （ ４ ） に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） を 狭 装 す る 方 法 は 縫 着 ， 貼 着 ， 溶 着 、 圧 着 が あ る
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） の 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 稜 線 （ １ ６ ） か ら 上 面 楔 稜 線 （ １ ６ ） の
対 辺 基 台 （ ４ ） の 内 甲 側 縁 （ １ ３ ） に 至 る 略 々 上 面 底 部 （ ５ ４ ） を 設 け て な る イ ン ソ ー ル
構 造 体 （ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） を 靴 の サ イ ズ に 合 わ せ る た め に 、 サ イ ズ 区 分 間 隔 を 設 け る カ ッ
ト ラ イ ン （ １ ７ ） 複 数 を 設 け て な る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 発 明 は ス ポ ー ツ 動 作 や 動 き の 早 い 日 常 生 活 動 作 ま た 高 年 齢 者 の 変 形 性 膝 関 節 症 内 側
型 （ Ｏ 脚 ） に 対 す る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 効 果 と ア プ ロ ー チ に よ っ て 日 常 生 活 動 作 の 自 立 を
は か り 、 よ り よ い 生 活 の 質 の 獲 得 が で き る 、 更 に 変 形 性 膝 関 節 症 内 側 型 （ Ｏ 脚 ） に 患 っ て
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い な い 人 に お い て も 使 用 す る こ と に よ り 変 形 性 膝 関 節 症 （ Ｏ 脚 ） の 防 止 が で き る 特 徴 を 有
し 、 良 質 で 多 量 製 産 が 可 能 で あ る た め に 安 価 で 経 済 的 で あ る イ ン ソ ー ル 構 造 体 。
以 上 の こ と か ら 産 業 上 の 利 用 は 可 能 で あ り 期 待 も 大 き い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ 図 １ ） 右 足 用 の 内 甲 側 側 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ 図 １ ） の 一 部 説 明 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 部 分 （ 上 台 ） の 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 部 分 （ 下 台 ） の 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 部 分 （ 楔 形 補 強 体 ） の 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 部 分 （ 楔 形 補 強 体 ） 形 状 作 成 基 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 図 １ 右 足 用 の Ａ － Ａ に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 図 １ 右 足 用 の Ｂ － Ｂ に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の イ ン ソ ー ル 構 造 体 平 面 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る イ ン ソ ー ル 構 造 体 を 当 接 し た 靴 の 一 部 切 欠 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 図 １ の イ ン ソ ー ル 構 造 体 を 足 の 骨 格 図 と と も に 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ： イ ン ソ ー ル 構 造 体 　 ２ ： 上 台 　 ３ ： 下 台 　 ４ ： 基 台 　 ５ ： 踵 部 　 ６ ： 中 足 部 　 ７ ： 前
足 部 　 ８ ： 踵 後 端 　 ９ ： 爪 先 　 １ ０ ： 外 甲 側 　 １ １ ： 内 甲 側 　 １ ２ ： 外 甲 側 縁 　 １ ３ ： 内
甲 側 縁 　 １ ４ ： 踵 補 強 板 止 位 置 　 １ ５ ： 中 足 指 補 強 板 止 位 置 　 １ ６ ： 上 面 楔 稜 線 　 １ ７ ：
カ ッ ト ラ イ ン 　 ２ １ ： 表 面 　 ２ ２ ： 裏 面 　 ２ ３ ： 下 表 面 　 ２ ４ ： 底 面 　 ５ Ｊ ： 踵 部 　 ６ Ｊ
： 中 足 部 　 ７ Ｊ ： 前 足 部 　 ３ ０ ： 楔 形 補 強 板 　 ３ １ ： 板 外 甲 側 　 ３ ２ ： 板 内 甲 側 　 ３ ３ ：
板 内 甲 側 端 　 ３ ４ ： 板 外 甲 側 端 面 　 ３ ５ ： 楔 面 　 ３ ５ Ｊ ： 楔 面 　 ３ ６ ： 楔 踵 後 　 ３ ７ ： 楔
指 先 　 ３ ８ ： 踵 中 心 起 点 　 ３ ９ ： 楔 稜 線 　 ４ ０ ： 中 足 指 中 間 起 点 　 ４ １ ： 踵 幅 点 　 ４ ２ ：
中 足 指 幅 点 ４ ７ ： 踵 楔 形 側 面 　 ４ ８ ： 楔 形 断 面 胴 部 　 ４ ９ ： 正 三 角 形 状
部 　 ４ ７ Ｊ ： 中 足 指 楔 形 側 面 　 ４ ８ Ｊ ： 楔 形 断 面 胴 部 　 ４ ９ Ｊ ： 正 三 角 形 状 部 　 ５ １ ： 上
面 楔 形 部 　 ５ ２ ： 上 面 底 部 　 ５ ３ ： 靴 　 ５ ４ ： ア ッ パ ー 　 ５ ５ ： 本 底 　 Ｔ ： 距 骨 滑 車 　 Ｔ
１ ： 中 心 点 　 Ｔ ２ ： 踵 骨 　 Ｔ ３ ： 踵 起 点 　 Ｔ ４ ： 中 足 指 中 間 点 　 Ｍ １ ：
　 Ｍ ２ ： 　 Ｍ ３ ： 第 ３ 中 足 指 節 関 節 　 Ｍ ４ ： 第 ４ 中 足 指 節 関 節 　 Ｍ ５ ：
第 ５ 中 足 指 節 関 節
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 16日 (2006.3.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 足 の 裏 に 接 地 す る 形 に 同 形 の 上 台 （ ２ ） と 下 台 （ ３ ） を 合 わ せ 一 体 と な る 基 台 （ ４ ） を
設 け る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 楔 形 補 強 板 は 厚 さ 約 ５ ｍ ｍ 一 方 先 端 を 正 三 角 形 状 部 （ ４ ９ ・ ４ ９ Ｊ ） を 有 す る 楔 形 断 面
胴 部 （ ４ ８ ・ ４ ８ Ｊ ） と 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） に 類 似 の 楔 形 補 強 板 の 踵 部 （ ５
Ｊ ） 最 大 幅 約 ２ ５ ｍ ｍ 踵 中 心 起 点 （ ３ ８ ） と 基 台 （ ４ ） の 上 面 楔 形 部 （ ５ １ ） に 類 似 の 楔
形 補 強 板 の 前 足 部 （ ７ Ｊ ） 最 大 幅 約 ３ ５ ｍ ｍ 中 足 指 中 間 起 点 （ ４ ０ ） を 結 び 楔 指 先 （ ３ ７
） お よ び 楔 踵 後 （ ３ ６ ） 双 方 に 延 長 の 楔 稜 線 （ ３ ９ ） と 楔 稜 線 （ ３ ９ ） の 対 辺 の 板 外 甲 側
端 （ ３ ３ ） に 至 る 略 々 幅 か ら な る 楔 形 補 強 版 （ ３ ０ ） を 設 け る 。
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【 請 求 項 ３ 】
　 基 台 （ ４ ） の 上 台 （ ２ ） と 下 台 （ ３ ） の 間 に 基 台 （ ４ ） の 外 甲 側 （ １ ０ ） の 外 甲 側 縁 （
１ ２ ） か ら （ １ ６ ） へ 向 け て 基 台 （ ４ ） の 外 甲 側 （ １ ０ ） の 外 甲 側 縁 （ １ ２ ）
に 楔 形 補 強 板 （ ３ ０ ） の 板 外 甲 側 （ ３ １ ） の 板 外 甲 側 端 （ ３ ３ ） を 合 わ せ て 挾 装 縫 着 し て
な る 。
【 請 求 項 ４ 】
　 基 台 （ ４ ） の （ １ ６ ） か ら （ １ ６ ） の 対 辺 基 台 （ ４ ） の 内 甲 側 （
１ １ ） の 内 甲 側 縁 （ １ ３ ） に 至 る 略 々 上 面 底 部 （ ５ ２ ） を 設 け る 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ か ら な る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） を 靴 サ イ ズ に 合 わ せ る 間 隔 の カ
ッ ト ラ イ ン （ １ ７ ） 複 数 本 設 け る 。
本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 構 成 を 特 徴 と す る イ ン ソ ー ル 構 造 体 （ １ ） 。
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フロントページの続き

【要約の続き】
　〔０００３〕
　基台（４）の上台（２）と下台（３）の間に基台（４）の外甲側（１０）の外甲側縁（１２）から （１
６）へ向けて基台（４）の外甲側（１０）の外甲側縁（１２）に楔形補強板（３０）の板外甲側（３１）の板外甲側
端（３３）を合わせて挾装縫着してなる。
　〔０００４〕
　基台（４）の （１６）から （１６）の対辺基台（４）のの内甲側（１１）の内甲側縁（１３
）に至る略々上面底部（５２）を設ける。
　〔０００５〕
　請求項１乃至請求項４からなるインソール構造体（１）を靴サイズに合わせる間隔のカットライン（１７）複数本
設ける。
本発明は、以上のような構成を特徴とするインソール構造体（１）。
【選択図】図１
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